
かごしまゼロカーボンラボ
地球のいまを学び、私たちにできることを考える ワークショップ



かごしまゼロカーボンラボ かごしまゼロカーボンラボは、気候変動について考えるワークショップです。猛暑や豪雨な
ど地球の温暖化が原因とみられる異常気象による災害が、私たちの身の回りにも増えていま
す。あらゆる生命にとって暮らしやすい地球を維持するために、いま私たちにできることは
何でしょうか？そして、その活動をどうやって広めていけば良いのでしょうか？正しい知識
を学び、楽しく伝える方法を、次代を担うラボメン（参加者）たちとともに考えていきます。

九州大学、東京大学で地質学・海洋地質学を専攻
して博士（環境学）の学位を取得。その後、国立
極地研究所へ就職し、第 53 次南極地域観測隊と
して南極内陸部の調査に参加。帰国後、2013 年
10 月から三島村役場のジオパーク専門職員に。
2015 年にジオパーク認定取得後、2017 年 3 月に
三島村役場を退職。硫黄島に移住して「合同会社
むすひ」を立ち上げ、自然ガイドや大学の実習受
け入れ、教育・研究のサポートを続けている。カー
ドゲーム 2030 SDGs ファシリテーター。

地球のいまを学び、私たちにできることを考える ワークショップ

大岩根 尚氏
［１回目：環境問題、気候変動のいま ］ 期　間：

会　場：かごしま環境未来館
（〒890-0041 鹿児島市城西二丁目1-5）

条　件：原則、全プログラムに参加できる方

問合せ：050-3631-3606（担当：市村） ※9:00 ～ 18:00 （土日祝を除く）

ゼロ

申込み：

参加費： 無料 定 員：30名 ※応募多数の場合は抽選

対　象：

主 催：鹿児島市
運 営：市村整材　協 力：SILASU 

● 9 月 12 日（土）  10:00 ～ 16:00
講師：大岩根 尚（合同会社むすひ 代表社員）
専門家から環境問題、気候変動について学びます。

気候変動の専門家！
南極にも行ってました！（合同会社むすひ 代表社員）

2000 年東京造形大学造形学部デザイン学科造形計
画専攻卒業。2003 年情報科学芸術大学院大学
IAMAS 修了。2003 年より 11 年間、山口情報芸術
センター [YCAM] の教育普及担当として、メディ
アリテラシー教育と美術教育の領域にまたがるオリ
ジナルワークショップや教育コンテンツの開発と実
施を担当。東京大学大学院ソーシャル ICT グローバ
ル・クリエイティブ・リーダー [GCL] 育成プログ
ラム特任助教（2014 ～ 19）を経て、2020 年現在、
YCAM 学芸普及課長。

会田 大也氏 難しいことを
楽しく伝える専門家！（ミュージアムエデュケーター）

ラボで一緒に学ぶ２人の専門家 全 5 回のラボの講座内容 ラボメン募集の内容！！

一緒に学び、考えるメンバーを募集！

［２回目：難しいことを楽しく伝える ］
● 10 月 24 日（土）  10:00 ～ 16:00
講師：会田 大也（ミュージアムエデュケーター）
環境問題に楽しく取り組むためのアイデアを考えます。

［3 回目：イベント企画を練る ］
●11 月 7 日（土）  10:00 ～ 16:00
自分たちで考えている企画をより良いものに磨いていきます。

［４回目：イベントをやってみる ］
● 12 月中の開催を予定
自分たちで考えたイベントを実施します。

［５回目：イベントの振り返りと次のアクション ］ 
● 1 月 31 日（日）  10:00 ～ 16:00
講師：大岩根 尚（合同会社むすひ 代表社員）
実際に行ったイベントを振り返り、次のアクションを考えます。

U25

鹿児島市では、温暖化の原因となる二酸化炭素の
排出量を、2050 年までに鹿児島市域で実質ゼロに
することを目指す「ゼロカーボンシティかごしま」
宣言を、2019 年 12 月 25 日に行いました。

下記のメールアドレスに必須項目（氏名／年
齢／所属／電話番号／参加動機）を記載、ま
たは申込みフォームより申込みください。

kagoshima.0c.lab@gmail.com ［申込みフォーム］

※中学生から 25 歳以下の方で、鹿児島市に居住
　もしくは通学（通勤）する者か、連携中枢都市圏
　（日置市、いちき串木野市、姶良市）の居住者


